
No.134

11月
2019

＜令和元年度　秋の交通安全・防犯パレード　吉子川小学校　令和元年９月２０日＞

◇　第２回臨時会　人事構成　・・・・・・・・・・・・２～３
◇　　　　〃　　　　　　補正予算・条例・人事案件　・・・・・・・４
◇　第３回定例会　決算　・・・・・・・・・・・・・・５～６
◇　　　　〃　　　　　　条例・村長報告・行政報告　・・・・・・・７
◇　委員会報告　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・８
◇　議会のうごき　・・・・・・・・・・・・・・・・・９～10



議会だより　R1.11 2

　

令
和
元
年
９
月
８
日
執
行
の
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

で
当
選
し
た
議
員
に
よ
る
初
議
会
が
９
月
30
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
選
挙
の
結
果
、
藤
田
利
春
議
員
（
５
期
）
が
再

選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
副
議
長
選
挙
の
結
果
、
木
村

秋
夫
議
員
（
４
期
）
が
再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
臨
時
会
は
、
会
期
を
10
月
２
日
ま
で
の
３
日
間
と

し
、
議
席
の
指
定
、
各
常
任
委
員
会
の
選
任
等
が
行
わ

れ
、
新
し
い
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
村
長
か
ら
条
例
の
改
正
案
１
件
、
契
約
変
更

案
１
件
、
補
正
予
算
案
４
件
、
さ
ら
に
追
加
案
件
と
し

て
人
事
案
件
２
件
の
合
計
８
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議　　長

藤　田　利　春
副 議 長

木　村　秋　夫

第
２
回
議
会
臨
時
会　

議
会
の
人
事
構
成
決
定

　

去
る
９
月
30
日
の
中
島
村
議
会
臨
時
会

に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
、

中
島
村
議
会
議
長
、
副
議
長
の
重
責
を
再

度
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
責
任
の
重
さ

を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
公
平
公
正
を
旨
と
し
て
、
議
会

が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
努

力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
中

島
村
の
発
展
と
尚
一
層
の
住
民
福
祉
向
上

を
め
ざ
し
、
職
責
を
全
う
す
る
覚
悟
で
す

の
で
、
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

議
　
長
　
藤
　
田
　
利
　
春

副
議
長
　
木
　
村
　
秋
　
夫

正
副
議
長
あ
い
さ
つ
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総
務
教
育
常
任
委
員
会
は
、総
務
、税
務
、

住
民
生
活
、
保
健
福
祉
の
各
課
、
会
計
室
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
及
び
教
育
委
員

会
に
関
す
る
事
務
の
調
査
、
請
願
、
陳
情

等
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
、
企
画
振
興
、

建
設
の
各
課
、
農
業
委
員
会
に
関
す
る
事

務
の
調
査
、
請
願
、
陳
情
等
の
審
査
を
行

い
ま
す
。

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
の
会
期

の
決
定
、
議
事
日
程
、
議
案
の
取
扱
等

の
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会
は
、
議
会
広

報
紙
発
行
の
た
め
の
編
集
と
調
査
研
究

を
行
い
ま
す
。

〔委　員　長〕

小　林　　　均
〔委　員　長〕

小　室　辰　雄

〔副委員長〕

小　室　重　克
〔副委員長〕

小　松　公　雄

〔委　　員〕

椎　名　康　夫
〔委　　員〕

菅　野　　　昇
〔委　　員〕

木　村　秋　夫
〔委　　員〕

藤　田　利　春

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

委
員
長

副
委
員
長

委

員

委

員

議

員

議

員

木

村

秋

夫

小

林
　

均

小

室

辰

雄

小

松

公

雄

小

松

公

雄

椎

名

康

夫

菅

野
　

昇

小

室

重

克

藤

田

利

春

小

室

辰

雄

総
務
教
育

�
常
任
委
員
会

産
業
建
設

�

常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

白
河
地
方
広
域
市
町

村
圏
整
備
組
合
議
員

議
会
広
報

�

編
集
委
員
会
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一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
１
千
４
４
３
万
７
千
円
を

追
加
補
正
し
、
予
算
総
額
３
６
億
６
７
１
７
万
円
を
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
繰
越
金
１
億
３
２
３
６
万
３

千
円
の
増
額
、
地
方
交
付
税
７
２
２
７
万
５
千
円
、
繰

入
金
４
３
４
９
万
５
千
円
、
村
債
４
９
９
万
６
千
円
を

そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
２
５
３
万
６
千
円
、

農
林
水
産
業
費
６
０
４
万
５
千
円
、
土
木
費
３
６
７
万

４
千
円
、
教
育
費
２
８
５
万
２
千
円
を
増
額
補
正
し
ま

し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
１
千
４
４
３

万
７
千
円
を
追
加
補
正
し
、
予
算
総
額
３

６
億
６
７
１
７
万
円
を
原
案
の
と
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

令
和
元
年
度

◎
同
意
し
た
人
事

人　

事　

案　

件

<

敬
称
略>

氏
名　

大　

澤　

洋
次
郎

�

（
中
島
村
大
字
川
原
田
字
中
屋
敷
８
番
地
）

氏
名　

椎　

名　

康　

夫

�

（
中
島
村
大
字
滑
津
字
新
田
林
16
番
地
８
）

◇
中
島
村
監
査
委
員
（
識
見
）

◇
中
島
村
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）

議
決
さ
れ
た
条
例

議
決
さ
れ
た
変
更
事
項

◇
中
島
村
の
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
の
公
布
に
伴
い
、
本
村
に
お
い
て
も
関
係
条
例
を

整
備
す
る
た
め
の
改
正
。

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
事
項
の
変
更

　

中
島
村
健
康
づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
輝
ら
フ
ィ
ッ

ト
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
、
消
費
税
法
の
改
正
に

伴
い
所
要
の
変
更
を
す
る
た
め
。

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

　

簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
２
０
１
万
３
千

円
を
増
額
補
正
し
、
予
算
総
額
を
１
億
９
７
８
０
万
円
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
６
７
８

特
別
会
計
補
正
予
算

令
和
元
年
度

万
１
千
円
を
増
額
補
正
し
、
予
算
総
額
を
２
億
５
６
４

３
万
９
千
円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
３
３
４
６
万

９
千
円
を
増
額
補
正
し
、
予
算
総
額
を
４
億
９
１
８
４

万
２
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

※
任
期
は
、令
和
元
年
10
月
２
日
か
ら
４
年
間
で
す
。



　

補
助
事
業
関
連
で
、
翌

年
度
繰
越
事
業
が
あ
っ
た

の
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
考
慮
し
早
期
の
事

業
完
成
を
望
む
も
の
で
あ

る
。

　

村
税
の
滞
納
額
は
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
減
少

傾
向
に
あ
り
、
ま
た
白
河

地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備

組
合
の
滞
納
整
理
部
門
に

一
部
委
託
さ
れ
、
滞
納
整

理
の
効
果
は
み
ら
れ
る
。

今
後
も
未
納
者
の
状
況
を

把
握
し
、
納
税
指
導
を
強

く
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

第３回
定例会

　

第
３
回
議
会
定
例
会
は
、
８
月
27
日
か
ら
30
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
報
告
１
件
、
条
例
の
一
部
改
正
が
３
件
、
認
定
８
件
が
村
長
か
ら
提
出

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
陳
情
に
伴
う
発
委
案
１
件
が
追

加
提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
議
会
は
、
決
算
議
会
で
も
あ
り
、
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
７
件
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

一般会計決算額

歳入　56億2,033万6千円
歳出　53億6,597万3千円

決
算
審
査
結
果

予
算
執
行
状
況

村
税
の

滞
納
整
理
等

監
査
委
員　

大
澤
洋
次
郎

監
査
委
員　

小
松　

公
雄

　

令
和
元
年
７
月
22
日
～

24
日
ま
で
の
３
日
間
で
平

成
30
年
度
一
般
会
計
お
よ

び
特
別
会
計
７
件
の
決
算

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
総
括
意
見
と
し

て
は
、
各
会
計
の
歳
入
歳

出
決
算
は
、
と
も
に
正
確

か
つ
適
正
に
執
行
さ
れ
て

い
た
。

　

主
要
事
業
関
係
で
は
、

幼
稚
園
預
か
り
保
育
室
新

築
工
事
、
除
染
対
策
事
業

の
中
島
村
仮
置
場
管
理
業

務
、
道
路
側
溝
等
堆
積
物

撤
去
・
処
理
支
援
事
業
、

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業

等
の
現
地
確
認
を
お
こ
な

い
、
特
に
問
題
は
見
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
。

　

な
お
、
次
の
点
に
つ
い

て
は
、
事
業
執
行
に
あ
た

り
十
分
検
討
を
い
た
だ
き

た
い
。

総務費
2,704,511千円
50.4%

民生費
603,088千円
　　　11.2%

土木費
577,849千円
10.8％

教育費
462,915千円
8.6％

農林水産費
346,319千円
　　　　6.5％

衛生費
250,726千円
4.7%

公債費
218,218千円 4.1％

消防費
130,846千円 2.4%

議会費
52,908千円 1.0%

商工費 他
18,593千円 0.3%

歳 出

（グラフは一般会計）
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一般会計及び特別会計決算総額

歳入総額　72億4,205万円
歳出総額　68億5,504万5千円

地方交付税
1,559,981千円
27.7％

繰入金
1,210,775千円
21.5％

寄附金
1,112,541千円
19.8％

村税
546,692千円
9.7％

国庫支出金
385,116千円
　　　　　6.9％県支出金

278,278千円
5.0％

村債
175,207千円
3.1％

繰越金
163,986千円 2.9％

地方消費税交付金
85,464千円 1.5％

使用料及び手数料
34,111千円 0.6％

地方譲与税
26,390千円 0.5％ 諸収入

19,519千円 0.4％
その他
22,276千円 0.4％

歳 入

○会計別決算 単位：千円

会 計 別
平成 30 年度 平成 29 年度

会 計 別
平成 30 年度 平成 29 年度

歳入額 対前年度 歳入額 対前年度 歳入額 対前年度 歳入額 対前年度
歳出額 ％ 歳出額 ％ 歳出額 ％ 歳出額 ％

一般会計
5,620,336 56.3 3,595,537 4.6 農業集落　　

排水処理　　
事業特別

327,818 23.8 264,799 8.1

5,365,973 64.3 3,266,551 2.1 326,248 26.8 257,317 7.8

国民健康　
保険特別

612,338 ▲ 10.6 685,180 2.1 墓地会計　
特　　別

5,963 19.0 5,009 14.8

550,706 ▲ 13.7 637,863 0.7 657 126.6 290 65.7

簡易水道　
特　　別

143,310 ▲ 7.0 154,082 ▲ 2.1 介護保険　
特　　別

437,719 ▲ 4.2 456,977 5.9

140,317 ▲ 7.1 150,969 ▲ 2.8 405,219 ▲ 1.0 409,461 7.3

土地造成
事業特別

49,587 ▲ 2.3 50,776 ▲ 1.5 後期高齢者
医療特別

44,979 ▲ 0.7 45,278 12.8

21,398 1,699.7 1,189 55.6 44,527 ▲ 0.7 44,822 12.2

歳 入 額 合 計 7,242,050 37.7 5,257,638 4.3

歳 出 額 合 計 6,855,045 43.8 4,768,462 2.6

（グラフは一般会計）

議会だより　R1.11 ６
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カ
リ
肥
料
の
配
布
及
び
散
布

　

稲
作
の
放
射
能
吸
収
抑
制
対
策
と
し
て
、
昨
年
に
引

き
続
き
カ
リ
肥
料
の
配
布
を
実
施
し
、
安
全
・
安
心
な

コ
メ
づ
く
り
を
目
指
す
農
家
の
方
々
に
万
全
を
期
し
て

き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
収
穫
後
に
は
、
米
の
全
袋
検
査
を
行
い
、
消

費
者
に
安
全
・
安
心
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

京
浜
市
場
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス

　

６
月
22
日
に
は
、「
京
浜
市
場
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
」
を

東
京
大
田
市
場
で
実
施
し
、
夏
秋
野
菜
の
安
定
販
売
と

風
評
被
害
払
拭
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
夢
み

な
み
管
内
自
治
体
の
首
長
に
よ
る
活
動
で
あ
り
、
農
産

物
の
安
全
性
と
、
県
南
地
域
の
Ｐ
Ｒ
を
推
進
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ル
ワ
ン
ダ
訪
問

　

昨
年
12
月
、
中
島
幼
稚
園
に
お
い
て
１
か
月
間
の
研

修
を
終
え
た
ル
ワ
ン
ダ
の
幼
稚
園
教
諭
が
帰
国
後
、「
中

島
村
で
の
研
修
を
生
か
し
た
授
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

か
、
他
の
教
員
へ
の
意
識
改
革
が
進
ん
で
い
る
か
」
な

ど
ル
ワ
ン
ダ
の
教
育
を
考
え
る
会
よ
り
依
頼
を
受
け
、

ル
ワ
ン
ダ
共
和
国
を
訪
問
し
て
き
ま
し
た
。

村
長
行
政
報
告

議
決
さ
れ
た
条
例

村
長
報
告

◇
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制
の
抜

本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改

正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

　

消
費
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
本
村
に
お
い
て
も
関

係
条
例
を
整
備
す
る
た
め
の
改
正

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
中
島
村
簡
易
水
道
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

水
道
法
の
改
正
に
伴
い
、
本
村
簡
易
水
道
給
水
条

例
に
つ
い
て
の
所
要
の
改
正
。

�

審
議
結
果　

原
案
可
決

◇
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ

い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
き
報
告
が
あ
り
、
指
数
に
つ
い
て
は
、

昨
年
同
様
財
政
の
健
全
性
を
示
し
て
お
り
、
今
後
と

も
維
持
に
努
め
る
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訪
問
の
結
果
、
本
村
幼
稚
園
で
の
研
修
を
生
か
し
た

授
業
を
行
う
と
と
も
に
、
指
導
教
員
と
し
て
積
極
的
に

先
生
方
の
意
識
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
日
本
で
の

研
修
が
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
、
今
後
の
活

躍
を
一
層
期
待
す
る
も
の
で
す
。

各
種
事
業
の
進
捗
状
況

　

繰
越
し
た
「
ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事
業
」
は
事
業
完

了
に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、
令
和
元
年
度
分
に
つ
い

て
は
、
一
部
を
８
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

　

除
染
関
連
事
業
と
し
て
の
「
道
路
側
溝
堆
積
物
撤
去
・

処
理
支
援
事
業
」
の
繰
越
分
は
５
月
末
に
処
分
を
完
了

し
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
分
に
つ
い
て
は
、
７
月
上
旬

に
測
量
設
計
業
務
を
発
注
し
、
引
き
続
き
事
業
を
進
め

て
行
き
ま
す
。

　

道
路
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
滑
津
後
山
線
の
用
地
取

得
な
ど
の
継
続
事
業
、
新
規
事
業
と
し
て
、
二
子
塚
町

畑
線
歩
道
設
置
に
向
け
た
測
量
設
計
業
務
、
ま
た
そ
の

他
事
務
事
業
等
に
つ
い
て
も
、
順
調
に
進
捗
し
て
い
ま
す
。

村道二子塚町畑線
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委
員
会
報
告

台
風
19
号
被
害
状
況
調
査

　

委
員
長　

木
村
秋
夫

　

副
委
員
長　

鈴
木
新
平

　

委　
　

員　

椎
名
康
夫

　

委　
　

員　

小
室
辰
雄

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、

８
月
21
日
に
委
員
会
を
開

催
し
第
３
回
議
会
定
例
会

の
運
営
に
つ
い
て
、
協
議

し
ま
し
た
。

・
提
出
議
案
に
つ
い
て

　

総
務
課
長
よ
り
、
第
３

回
議
会
定
例
会
に
提
出
予

定
案
件
の
概
要
説
明
を
受

け
、
今
議
会
で
審
議
す
る

こ
と
と
決
し
ま
し
た
。

・
会
期
及
び
日
程
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て

　

会
期
は
、
８
月
27
日
よ

り
９
月
２
日
ま
で
の
７
日

間
と
し
ま
し
た
。

　

委
員
長　

小
室
辰
雄

　

副
委
員
長　

木
村
秋
夫

　

委　
　

員　

小
室
重
克

　

委　
　

員　

小
松
公
雄

　

総
務
教
育
委
員
会
は
、

付
託
の
あ
っ
た
陳
情
１
件

に
つ
い
て
、
８
月
27
日
に

委
員
会
を
開
催
し
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
審
査
し
ま

し
た
。

◇
中
島
村
「
再
犯
防
止
推

進
計
画
」
策
定
に
関
す

る
陳
情
に
つ
い
て

　

住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
の
た
め

官
民
連
携
し
て
犯
罪
防
止

を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

審
査
結
果
は
、
願
意
妥

当
と
の
意
見
の
一
致
を
見
、

「
採
択
」
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　

委
員
長　

小
松
公
雄

　

副
委
員
長　

椎
名
康
夫

　

委　
　

員　

菅
野　

昇

　

委　
　

員　

小
室
重
克

　

議
会
広
報
編
集
委
員
会

は
、
11
月
１
日
に
委
員
会

を
開
催
し
、
議
会
だ
よ
り

11
月
号
の
編
集
業
務
を
行

い
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
か
ら
13
日
に

か
け
て
、
台
風
19
号
に
よ

り
、
本
村
に
お
い
て
も
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

そ
の
状
況
を
確
認
す
る

た
め
、
10
月
17
日
に
議
員

一
同
に
よ
り
村
内
全
域
の

被
害
状
況
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
よ
り

ご
意
見
や
ご
要
望
等
も
伺

い
、
今
後
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
、
村
に
対
し
て
対

策
等
を
提
言
し
て
い
き
ま

す
。

　

総
務
教
育

　
　

常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
広
報
編
集

　
　
　
　

委
員
会
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令
和
元
年
９
月
20
日
吉
子
川
小
学
校

児
童
に
よ
る
秋
の
交
通
安
全
・
防
犯
パ

レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
子
川
小
学
校
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
輝
ら
里
ま
で
、
沿
道
の
方
々
の
声

援
を
受
け
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、

交
通
安
全
と
、
防
犯
の
呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
10
月
29
日
山
形
県
最
上

郡
大
蔵
村
議
会
が
本
村
議
会
の
視
察

研
修
に
来
村
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
の
活
性
化
と
議
会
改
革
の
一

つ
と
し
て
、
現
在
の
10
人
体
制
の
議

員
数
を
、
現
在
の
本
村
の
議
員
数
８

名
と
す
る
こ
と
も
検
討
課
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、
８
人
体
制

の
議
会
運
営
、
ま
た
各
委
員
会
構
成

　

今
年
度
の
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
み
ん
な
が
ね
ル
ー
ル
守
れ
ば
ほ
ら
笑

顔
」、
秋
の
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
身
に
つ
け
る
夜
道
の
お
守
り
反
射

材
」
で
す
。
夕
暮
れ
時
は
、
特
に
見

に
く
く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

み
ん
な
で
注
意
し
、
事
件
事
故
の

な
い
毎
日
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

を
参
考
に
し
た
い
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
議
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
本

村
の
概
要
及
び
議
会
運
営
、
委
員
会
構
成

等
の
説
明
の
後
、
質
疑
や
活
発
な
情
報
交

換
が
行
わ
れ
、
当
村
議
会
に
お
い
て
も
、

他
市
町
村
の
議
会
運
営
等
に
つ
い
て
知
る

こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

吉
子
川
小
学
校
秋
の
交
通
安
全
・
防
犯
パ
レ
ー
ド

山
形
県
大
蔵
村
議
会
視
察
研
修
で
来
村
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議　会　の　う　ご　き
7月１日 新副村長顔合せ会

４日 中島村青少年問題協議会

14日 令和元年度福島県消防協会白河支部幹部大会

22～24日 決算監査

23日 令和元年度主要地方道棚倉矢吹線道路整備促進期
成同盟会

25日 議会広報編集委員会

26日 例月出納検査

29日 決算監査講評

31日 圏域市町村長並びに代表議長会議（広域圏）

８月７日 令和元年第３回組合議会定例会

13日 川原田・ふるさとみんなの夏まつり

14日 滑津原・滑津原地域豊年盆踊り大会

15日 元村・豊年盆踊り大会

21日 議会運営委員会

21日 議長・副議長研修会（福島市）

27～30日 令和元年度第３回議会定例会

31日 第13回市町村対抗福島県軟式野球大会激励会

９月15日 県南地方総合防災訓練

９月20日 中島村交通安全・防犯パレード（吉子川小）

9月30日～
10月2日 令和元年度第２回議会臨時会

10月3日 第6回市町村対抗福島県ソフトボール大会激励会

9日 理事・監事合同会議（福島市）

10日 県南地方町村議会議長・副議長セミナー（棚倉町）

17日 台風19号災害関係現地確認

18日 イナナムセカンダリースクール生徒歓迎会

19日 令和元年度・中島中学校ききょう祭

23日 西白河地方議長会臨時総会

25～26日 県南地方議長会研修会（天栄村）

27日 滑津原ふれ愛祭りと健康マラソン

28日 新人議員研修会（福島市）

29日 山形県大蔵村議会議員視察研修受入

10月31日～
11月1日 令和元年度町村監査委員全国研修会（東京都）

敬　　老　　会

幼稚園運動会

県南地方町村議会　正・副議長セミナー

イナナムセカンダリースクール生徒歓迎会


